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日本行動計量学会第 47 回大会を開催して 
 

第47回大会実行委員長 狩野 裕 

 

9 月初旬はしばしば台風や豪雨に悩まされる．

今年は幸運にも天候に恵まれ，大阪特有の蒸し暑

さはともかく，自然災害を気にすることなく無事

に大会運営を終えることができた．というのは，

最近の自然の猛威は深刻というだけでなく，26年

前に大阪大学で開催された第 21 回大会の 3 日目

が台風の襲来によって中止に追い込まれた記憶が

あるからである．実際，今年も台風 15 号が千葉

県に甚大な被害をもたらしたのは大会直後の9月

9 日であった．昨年の慶應大会も，その会期中

(2018/9/6)に関西は台風21号に襲われ，損傷した

関西空港連絡橋の完全復旧に半年かかったのは記

憶に新しい．話は変わるが，日本では 2012 年に

金環日食があった．ご存知のように日食の予測は

きわめて精確である．私はその予測に従いベラン

ダから金環日食を観察しようとしたわけであるが，

そのほとんどの時間，日食が雲に隠れてよくみえ

なかった．月や太陽の動きの予測は精確で素晴ら

しいが（物理学に感謝!），雲の動きの予測は難し

いのである．大会の日程は1年前には決めなけれ

ばならない．1 年後の金環日食を当てることは可

能だが1年後の台風の襲来を予測するのは不可能

なのである．気象は三不如意1，予測が難しいとい

う意味でもデータ科学・行動計量学の対象である． 

行動計量学は，予測・制御が難しいもう一つの

対象 ---生き物やその集合体（社会）--- を研究す

ることが多い．人というものは厄介で，何を考え

                                                 
1 白河法皇の（天下）三不如意は，実は，予測と

いうよりも因果的・制御的である． 

ているのか，何に影響されているのかが非常に分

かりにくい．認知バイアスという，刺激に対して

素直でない反応もある．したがって，この分野の

専門家は，測定値・観測値に影響する様々な要因

を制御・考慮する姿勢が自然と身につく．昨今，

統計リテラシーが流行っており，大学生 50 万人

にデータサイエンスを講述せよ，とかまびすしい．

私は，統計リテラシーの教授は上述の意味で，純

粋の統計学者よりも行動計量学者の方が向いてい

るのではないかと考えている．データ科学の定石

として PPDAC (Problem-Plan-Data-Analysis- 

Conclusion)がある．行動計量学では，従前よりこ

の定石に沿って実証研究とそのための教育が行わ

れている2．学会大会では，統計教育のセッション

を設けて行動計量学者の教育資産を議論したかっ

たのであるが，今回そのようなセッションをもて

なかったのは残念であった． 

柳井レクチャーは5年前から始まり，本大会で

の講師は元理事長で東大名誉教授の飽戸弘先生で

あった．ご高齢だったが含蓄の深い貴重なご講演

を聞かせて下さった．「データの氾濫と理論の貧困」

とは言い得て妙で，昨今のセンサーの発達による

大量データや e-Stat などのデータベースの整備

等，いわゆるビッグデータは正にデータの氾濫で

ある．原理原則からスタートする（ふつうの）演

繹型研究者は，昨今の大量データに任せた帰納的

研究を斜に見ている節がある．それは，帰納的研

究をさらに深めた理論構築，そして，飽戸先生の

                                                 
2 http://bsj.gr.jp/about/intro/ 
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仰る「中範囲の理論」へと拡張していく研究が少

ないことにその因があるのではないか．「中範囲の

理論」と聞いて，知慮浅薄な狩野が思いつくのは，

社会科学全般に影響を与えた Kahneman and 

Tverskyによるプロスペクト理論である．やはり，

ノーベル賞級の研究をせよ，という叱咤激励であ

ろうか． 

本学会の設立は1973年なのでそろそろ50周年

を迎えるが，学会員の平均年齢は以前からの課題

である．学会名を冠した学部・学科が存在しない

分野は，若い研究者が育ち難い．行動計量学も例

外ではない．如何にして若い学生や研究者に興味

をもってもらうか，真剣に考える時期に来ている．

若い学生は，学会大会や学会賞といっても響かな

いが，リツィート 500 件，いいね 1000 件という

と目の色を変えるのである． 

大竹文雄先生は基調講演で，大阪大学の源流で

ある緒方洪庵の適塾にふれられ，そして，その塾

生であった福沢諭吉が慶應義塾大学を創設したと

いう話をなさった．慶応大学と大阪大学はその創

設から微妙な関係だったのである．慶応から受け

た大会のバトンを，次回大会を引き受けて下さっ

た早稲田大学へお渡しする．次回大会のコーヒー

が楽しみである． 

最後に，大会にご協力いただいたすべての方々，

特に大会実行委員会副委員長を引き受けて下さっ

た鈴木讓先生，大会実行委員や学会担当の理事の

先生方に心より御礼を申し上げる． 

 

大会最終日，後片付けを終えて 

 

 

 

 

狩野 裕（かの・ゆたか） 

大阪大学大学院基礎工

学研究科教授 

日本行動計量学会理事

(1997～現在)， 

Behaviormetrika 編集委

員長(2000-2003)． 

大阪大学大学院基礎工学

研究科教授，同学部長・研究科長(2017/4-2021/3)，

大阪大学大学院基礎工学研究科博士前期課程修了，

工学博士(1986)，筑波大学数学系助教授，大阪大学

人間科学部助教授等を経て2004/4より現職． 

 

2019 年度学会賞受賞者について 
 
学会賞選考委員長 

林  文（東洋英和女学院大学名誉教授） 

 

 2019年度の学会賞について，「学会賞について

（申し合わせ）」に基づいて選考された４つの賞の

受賞者についてご報告をいたします．学会賞選考

委員長は昨年度の大会後に指名され，数名の匿名

の委員で委員会を構成しました．委員会ではワー

キンググループにより収集された複数候補者の発

表論文等の資料に基づいて，各賞それぞれに検討

し，最終的な候補者に絞りました．それらの候補

者と推薦理由を理事会に提案し，理事会の審議を

経て承認され，受賞者本人の受諾を得て決定され

ました． 

 学会賞選考に関してワーキンググループの方々

に大変御世話になりました．感謝いたします． 

 

１．林知己夫賞（功績賞） 

前川眞一会員（大学入試センター調査質特任教授，

東京工業大学名誉教授）が受賞されました．前川

会員は統計学の応用面における理論およびデータ

分析に関する多数の論文があり，その全てがオリ

ジナリティーのある新しい考えを含み，具体的な

応用を想定した研究といえ，これらの研究の成果

を元に，複数の大規模テストの効率的な運用シス

テムを実現するための具体的な貢献をしてこられ

ました．本学会の大会での発表も数多く，後進の

指導にも熱心に取り組まれています．学会運営で
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も，長年理事として，また欧文誌編集委員長も務

められ，大きな貢献をしてこられました．業績の

中からその一部として以下が挙げられます． 

Mayekawa, S. (1995) An e cient algorithm for ffi
feed-forward neural network regression 

analysis. Behaviormetrika, 22(1), 67-90 

Mayekawa, S. (1994) Equivalent path models 

in linear structural equation models. 

Behaviormetrika, 21(1), 79-96 

Mayekawa, S. (1987) Maximum likelihood 

solution to the PARAFAC model. 

Behaviormetrika, 14(21), 45-63 

柳井 晴夫・前川 眞一 (編著) (1999). 大学入試デ

ータの解析―理論と応用．現代数学社． 

前川 眞一(1997). SAS による多変量データの解

析．東京大学出版会． 

柳井 晴夫・繁桝 算男・前川 眞一・市川 雅教 

(1990). 因子分析―その理論と方法．朝倉書店． 

 

２．林知己夫賞（優秀賞） 

鈴木譲会員（大阪大学基礎工学研究科教授）と

藤田泰昌会員（長崎大学経済学部准教授）の２名

が受賞されました． 

鈴木譲会員は，2016 年にBehaviormetrika に

掲載された論文はすでに20件以上の引用があり，

この論文の拡張は，2017年の機械学習のトップカ

ンファレンス UAI2017 にも載録されています．

その他，毎年 IEEE Transaction on Information 

theory などの世界的一流誌に論文が掲載される

など，優れた研究業績があります．また，

Behaviormetrikaで２回のSpecial Issue を組み，

世界的に著名な著者に執筆依頼して，欧文誌の充

実に大きく貢献しました．業績の一部として以下

のものが挙げられます． 

Suzuki, J. (2016). A theoretical analysis of the 

BDeu scores in Bayesian network structure 

learning. Behaviormetrika, 44(1), 97-116. 

Suzuki, J. (2016). Efficiently learning Bayesian 

network structure based on B&B. Lecture 

Notes on Artificial Intelligence, 9505, 1-14. 

Suzuki, J. (2015). Consistency of learning 

Bayesian network structures with continuous 

variables: an information theoretic approach. 

Entropy, 17(8), 5752-5770. 

鈴木 讓・植野 真臣（編著）(2016). 確率的グラ

フィカルモデル．共立出版． 

鈴木 讓 (2009). ベイジアンネットワーク入門－

確率的知識情報処理の基礎．培風館． 

藤田泰昌会員は，Behaviormetrikaに，国際比

較調査の分析などを基にした論文が，第１著者と

して２編，共著者として２編掲載されています．

大会でも発表もあり，和文誌には関連する書評の

投稿があります．その他，国際政治などの社会学

領域の学術誌や書籍でも意欲的な論文発表があり，

国際関係論と社会調査に関する研究の業績を積ん

でいます．優れた研究業績は優秀賞に値するもの

で，政治学領域の研究者が少ない日本行動計量学

会の中で，今後のさらなる活躍も期待されます．

業績の主なものとして以下が挙げられます． 

Fujita, T. (2016). Examining people's attitudes 

and values relating to international relations 

in the Asia-Pacific region. Behaviormetrika, 

43(1), 41-63. 

Fujita, T., Yoshino, Y. (2009). Social Values on 

International Relationships in the 

Asia-Pacific Region, Behaviormetrika, 36(2). 

Fujita, T. (2013). Comparing QCA methods for 

exploring conjunctural causation—from the 

perspective of type I and type II Errors. 経営

と経済, 93, 201-226. 

藤田 泰昌 (2013). 領土紛争をめぐる言説と今後

の論点－孫崎，和田，豊下の論争から. 季刊ピ

ープルズ・プラン, 60, 100-109. 

藤田 泰昌 (2014). グローバル経済化. 吉川 元・

首藤 もと子・六鹿 茂夫・望月 康恵 (編)グロ

ーバル・ガヴァナンス論. 法律文化社. 

 

３．肥田野・水野欽司賞（奨励賞） 

宇都雅輝会員（電気通信大学大学院情報理工学研

究科助教）が受賞されました． 

宇都会員はBehaviormetrikaで2017年に筆頭

著著，2018年に第２著者とした論文が採択され，

また，世界的一流誌の IEEE Transaction on 

Learning technology, Computer Scienceにも2

本の論文が掲載されています．国際学会における

発表も多数あり，トップカンファレンスAIEDに

４本が採録され，国内のいくつかの学会の大会発
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表でも賞を受けています．今後が期待される意欲

的な研究業績を挙げていることが認められます．

以下は主な業績です． 

Uto, M., Louvigné, S., Kato, Y., Ishii, T., & 

Miyazawa, Y. (2017).  Diverse reports 

recommendation system based on latent 

dirichlet allocation. Behaviormetrika, 44(2), 

425-444.  

Louvigné, S., Uto, M., Kato, Y., & Ishii, T. (2018). 

Social constructivist approach of motivation: 

social media messages recommendation 

system. Behaviormetrika, 45(1), 133-155. 

宇都 雅輝 (2018) 評価者特性パラメータを付与

した項目反応モデルに基づくパフォーマンステ

ストの等化精度. 電子情報通信学会論文誌 D. 

Vol.J101, No.6, pp.895-905. 

 

４．杉山明子賞（出版賞） 

吉村治正会員（奈良大学社会学部教授）が受賞さ

れました．著書『社会調査における非標本誤差』

（東信堂，2017）によるもので，その選考理由は

以下のとおりです． 

非標本誤差は，社会調査においては避けること

ができず，社会調査法に関する出版物のほとんど

が触れていますが，付随的に扱われ削減対策とし

て記されているのは経験を通した職人的な方法と

いえます．本書は，その非標本誤差を中心におい

ていることが特徴であり，非標本誤差をいかに「科

学的」研究の対象とするかを課題にして，それが

体系的に整理されています．「あてにならない」社

会調査から「あてにできる」社会調査になる調査

への方途を定式化した本格的労作となっています．

社会調査に携わる多くの研究者にとって意義ある

著書であり，行動計量学に関する優れた図書に相

応しいと言えます． 
林 文 

（はやし・ふみ） 

東洋英和女学院大学 

名誉教授 

統計数理研究所研究補

助員，助手を経て，1989

年より東洋英和女学院

大学．現在名誉教授． 

学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

大学入試センター 調査室 前川 眞一 

 

このたびは学会賞を頂戴し，まことに有り難う

ございました．歴代の受賞者のお名前を拝見して，

身に余る光栄だと思いつつ，日本行動計量学会に

感謝いたしております．お話を初めて伺ったとき

には非常に驚きましたが，今では，もし私が何か

の賞をいただけるなら，やはり日本行動計量学会

かな，とも思っております．と申しますのも，私

の数少ない研究成果の発表場所としては，本学会

が一番多いからであります． 

私は，1970年代に文学部の心理学科で心理学的

測定法を学んでおりました．修士論文の内容は，

制約条件を掛けた多次元尺度法の解法の開発であ

り確認的MDS の走りだったと思われます．その

後，米国へ留学し，テスト理論とベイズ統計学を

学びました．博士論文ではベイズ的因子分析の研

究をしましたが，まだMCMC による方法は知ら

ず，如何にして誤差分散の周辺事後モードを計算

するかという内容でした．その内容は未発表で今

や時代遅れですが，帰国後，大学入試センターの

研究部に職を得て，1987 年にPARAFAC モデル

の最尤解という論文を Behaviormetrika に発表

いたしました．博士論文で使用したEMアルゴリ

ズムの応用で，これが本学会における私の最初の

論文です．以来，共分散構造分析における同値モ

デルについて，非線形回帰分析としてのニューラ

ルネットワークモデルの効率の良いパラメタの推

定法について，テスト得点の様に数値をカテゴリ

の値として持つ多項分布の確率の線形制約の下で

の 最 尤 解 に つ い て ， な ど の 論 文 を 

Behaviormetrika に発表してきました．大学に移

ってからは，指導学生やPDの方との共著が多く

なりましたが，数編のテスト理論やMDS 関連の

論文を Behaviormetrika と行動計量学に発表い

たしました．これらは，おおざっぱに言えば，心

理測定学 psychometrics に属するニッチなテー

マだったと思います． 

今回の受賞は，この 30 余年の研究生活を振り

返る良い機会となりましたが，この間，ある程度

の成果を上げているのに未発表のままの研究が結
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構あることに気づきました．ニッチなテーマであ

ることには変わりはありませんが，今にして思え

ば，若い頃に数学の応用能力と作文能力，そして

英語での発進力をもっと鍛えておくべきであった

ことはもちろん，それにもまして，一つのことを

やり遂げる粘り強さが必要でした．今後，これら

のテーマに関する論文が日の目を見ることがある

かどうか，怠惰で移り気な私には分かりかねます

が，残り少ない研究生活の中で，何編かは発表で

きればと思っております． 

最後にもう一度，日本行動計量学会に感謝の念

を捧げるとともに，今後の学会の発展，特に若い

研究者のご活躍を期待したいと思います． 

 

前川 眞一 

（まえかわ・しんいち） 

大学入試センター 調査室 

特任教授 

東京大学文学部第４類心理

学科 卒業(1975)，東京大学

大学院人文科学研究科心理

学専修課程 修了(1977)，東京大学大学院人文科学研

究科心理学専門課程 単位取得退学(1985)，The 

University of Iowa, College of Education 修了 

(Ph.D in Education)(1985)．大学入試センター 助教

授(1986-2000)，同教授(2000-2001)，東京工業大学

大学院社会理工学研究科人間行動システム専攻 教

授(2001-2016)，同リベラルアーツ研究教育院 教授

(2016-2018)を経て，現職． 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

大阪大学 鈴木 讓 

 

このたびは，林知己夫賞（優秀賞）を賜り誠に

ありがとうございます． 

私は会員になって日が浅く，もっと努力されて

いる方がいらっしゃるので，ためらいましたが，

選考委員長の林文先生をはじめ，皆さんから温か

いお言葉をいただき，受賞させていただくことに

なりました． 

私は，ベイジアンネットワーク(BN)やデータ科

学の数理的な研究をしています．学会員では，植

野真臣(電通大)，本村陽一(産総研)，黒木学(横浜

国大)，清水昌平(滋賀大)といった活躍されている

先生方と近いテーマです．私は，「本当かウソかわ

からんことを口の外に出すな」が口癖で，研究対

象のすみずみまで真偽を証明していく，気質の数

学者です．大学でも，数学的ロジックを構築する

よう，学生に指導しています． 

彼らから入会を誘われていましたが，当時から

Editor-in-Chief をつとめられていた植野先生か

ら「欧文誌Behaviormetrikaを国際化し，投稿件

数を増やして，インパクトファクターをつけたい

から，ぜひ協力してほしい」と依頼され，入会を

決意しました．そして，ジャーナルのCoordinate 

Editor にも就任しました．あれから 3 年半，(海

外からの)投稿が多くなり，レベルの高いジャーナ

ルになり，また，インパクトファクターもあと一

歩というところになりました． 

受賞の対象となったのは，2017 年 1 月の

Springer から出版されるようになった

Behaviormetrika の最初のボリュームの最初の

ページに掲載された論文です． BNの構造学習に

関する成果を発表しています．BN の事前確率と

してデファクトとして使われていたBDeuに批判

的であった私は，多くの研究者が実験的にしか主

張できなかった矛盾点を，数学的に証明しました．

それなりに自信のある結果でした．正直なところ，

「インパクトファクターのついた一流のジャーナ

ル」に投稿しようと思いました．ただ，自分が

Coordinate Editor であるので，もう少し責任感

をもつべきと思い，Behaviormetrikaに投稿しま

した． 

BDeu といえば，植野先生の研究成果が知られ

ていて，BDue に批判的な私の論文など，

Editor-in-Chief の門前払い(査読者に論文の査読

を依頼せずに reject にすること)の憂き目にあう

と思っていました．しかし，ふたをあけてみると，

幸いにも，2016 年 8 月に投稿して，一度軽微な

修正をして，3ヶ月でacceptの通知をいただくこ

とになりました．また，その論文は，出版後2年

半で 22 件(海外からの引用がほとんど)他の論文

から引用されています． 

掲載された2017年の夏には，Behaviormetrika 

に掲載された論文に基づいて，分枝限定法に基づ

いた効率のよいBNの学習アルゴリズムを提案し，
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Uncertainty in Artificial Intelligenceという機械

学習のトップカンファレンスでも論文が採択され

ました．また，2018年には，BNではなく，森を

構築するためのアルゴリズムに関する論文を，

IEEE Trans. on Information Theoryという一流

のジャーナルにも論文が掲載されています． 

今回の受賞は，ひとえに皆さんのおかげだと思

っています．2019 年 9 月に大阪大学豊中キャン

パスで開催された 47 回大会の懇親会で表彰を受

けましたが，その後の2次会に，いただいた副賞

で 20 人以上の方と通いなれた居酒屋(阪急石橋駅

そば)に行きました．本当においしいお酒でした． 

最後に，BehaviormetrikaのCoordinate Editor

になったのは，何かの縁かもしれません．「インパ

クトファクターのついた一流のジャーナル」にな

るまでは，恩返しという意味でも，努力を続けて

いきたいと思います．「他人ができない貢献を」が

モットーで，つねにお役に立ちたいと思っていま

す．これからも，よろしくおねがいします． 

 

鈴木 讓 

 (すずき・じょう)  

大阪大学大学院基礎工学研

究科教授 

早稲田大学理工学部卒．早稲

田大学大学院，早稲田大学助

手，青山学院大学助手を経て，

1994 年に大阪大学理学部講

師．准教授を経て，2017 年より現職．この間，

Stanford 大学(1995-1997)，Yale 大学(2001-2002)

などの客員研究員．日本行動計量学会の他，日本統

計学会，日本数学会，人工知能学会，米国人工知能

学会(AAAI)の会員．BehaviormetrikaのCoordinate 

Editor． 

 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

長崎大学 藤田 泰昌 

 

この度は過分な賞を頂戴し，恐縮しております．

歴代の受賞者の方々のお名前を見るにつけ，自分

のような者がお受けして良いものかと逡巡致しま

したが，今後への叱咤激励と受け止め，有難く頂

戴いたしました．嬉しさ以上に気の引き締まる思

いでおります． 

残念ながら直接お目にかかることは叶いません

でしたが，林知己夫先生のご研究が新聞の特集記

事で掲載されたものを中学生の時分に読み，人の

心を数字で測る研究があるということに強い印象

を受けたのを鮮明に覚えています．その後は，国

家レベルで議論を展開しがちな国際関係論という

ものに関心を持つようになり，人の心を測るとい

うことからは離れたままでおりました．しかし幸

いにも，指導教授であった野宮大志郎先生に勧め

られて，吉野諒三先生のところで勉強させていた

だくようになりました．社会調査を通じて人の心

を測るということについてゼロから学び始めまし

たが，林知己夫先生のご研究に連なる研究に従事

させていただくことになったと知り，縁のような

ものを（勝手に）感じておりました． 

政治学や国際関係論では，いわゆる量的な研究

手法と質的な研究手法との間で方法論上の論争が

展開されてきました．誤解を恐れずに大きく分け

れば，量的研究は仮説検証型のアプローチとなり，

節約的（parsimonious）な説明が望ましいとする

傾向にある一方，質的研究は仮説構築・探索型の

アプローチで，厚みのある説明が望ましいとされ

るように思います．しかし，アジア太平洋地域で

の人々の意識に関する国際比較調査のプロジェク

トなどに参加させて頂きながら学んだのは，量的

手法を用いて探索型のアプローチから人の心に迫

り，厚みのある理解を目指すことの重要性であり，

その難しさでした．（遅々として，ではあるものの）

自分なりの考察を少しずつ進めて参りましたが，

まだ研究は緒に就いたばかりであり，今後深めて

いかねばと思っております． 

 行動計量学会は私が初めて入会した学会でもあ

り，学問分野の垣根を越えた活発な議論から常に

刺激を受けて参りました．少しでも恩返しをでき

ればと思っております．お世話になった多くの先

生方に，改めまして御礼申し上げますとともに，

今後ともご指導のほど宜しくお願い申し上げます． 
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藤田 泰昌 

(ふじた・たいすけ) 

長崎大学経済学部准教授 

上智大学大学院，慶応大学特任

助教，統計数理研究所特任研究

員などを経て，2013 年より現

職．Université catholique de Louvainで客員准教授

(2016-17)．日本行動計量学会では，広報委員会およ

び編集委員会の委員を担当 (2015-現在)．  

 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

電気通信大学 宇都 雅輝 

 

この度は，肥田野直・水野欽司賞という栄誉あ

る賞をいただき，誠にありがとうございます．常

日頃からご指導ご鞭撻をしていただいております

諸先生方，諸先輩方に心より御礼申し上げます． 

私のこれまでの研究テーマは，テスト理論や機

械学習，自然言語処理手法に基づく教育評価の基

礎技術の開発およびその応用であり，行動計量学

の理論や研究成果を多分に活用させていただいて

おります．Behaviormetrika誌には，統計的自然

言語処理分野で広く活用されておりますトピック

モデルの一種である潜在ディリクレ配分法

（Latent Dirichlet Allocation）に関する研究で筆

頭論文1報，第二著者論文1報を掲載いただきま

した．これらの論文で扱ったトピックモデルにつ

いては，現在も小論文自動採点技術やパフォーマ

ンス評価のための項目反応理論などのテーマの中

で引き続き研究を進めておりますので，今後も行

動計量学会で発表の場をいただければと考えてお

ります． 

教育評価の研究では，大規模かつ高品質な教育

評価データが必要であるため，他分野の研究者が

参入しにくい印象がありました．しかし，近年の

オープンデータ化の流れに伴い，教育評価関係の

オープンデータも普及しつつあります．例えば，

ASAPと呼ばれる小論文評価データは自動採点技

術の研究でベンチマークデータとして使用されて

おり，ASSISTments と呼ばれる教育評価データ

は学習者のモデリングや行動予測の研究などに広

く利用されています．このようなデータの整備に

伴い，この数年で，人工知能分野や統計的自然言

語処理分野などの研究者が教育評価に関する研究

を行うようになってきており，コンピュータ・サ

イエンスのトップカンファレンスなどでも多くの

研究成果が発表されています．今回の受賞を今後

に向けての学会からの叱咤激励であると考え，本

分野の研究者として世界で通用する研究成果を出

していけるよう，ますます努力していこうと思い

ますので，今後ともご指導ご鞭撻のほどどうぞ宜

しくお願い申し上げます． 

この度は本当にありがとうございました．  

 

宇都 雅輝 

（うと・まさき） 

電気通信大学 大学院情報

理工学研究科助教 

2013 年電気通信大学大学院

情報システム学研究科博士

後期課程修了．博士(工学)．

長岡技術科学大学特任助教を経て，2015年10月に

電気通信大学大学院情報システム学研究科助教に着

任．2016年4月に同大学院情報理工学研究科助教に

異動し，現在に至る．e テスティング，人工知能，

ベイズ統計，統計的自然言語処理などの研究に従事．

日本行動計量学会奨励賞，人工知能学会研究会優秀

賞，日本テスト学会大会発表賞，教育システム情報

学会大会奨励賞など受賞． 

 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

奈良大学 吉村 治正 

 

このたびは，栄えある杉山明子賞をいただき，

大変光栄に思います．私は専門が社会学で，主に

社会調査や世論調査の領域で研究を続けてまいり

ました．駆け出しのころから，林知己夫先生の「社

会調査ハンドブック」を筆頭に，林文先生や山岡

和枝先生，杉山明子先生たちのご著作から学ばせ

ていただいております．その杉山先生のお名前を

冠した賞をいただけるということは，私にとって，

とても栄誉なことであります． 

拙著では社会調査の「非標本誤差」という言葉

を使いましたが，要するに社会調査によって得る

データのクオリティをどうやって高めるか，とい

うのが私の研究テーマです．むろん，これはもう
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百年近くにもおよぶ研究蓄積のあるテーマで，決

して目新しいものではありません．したがって拙

著は新規性を強調したものではありません．ただ，

私が感じていたのは，調査票を用いて人々の行動

や態度を計測するという営為は同じでありながら，

それぞれの学問ごとに見ようとする領域が大きく

異なっていること，そして異なる学問が異なる視

点から同じものをみていることに気づかないこと

が意外なほど多いということでした． 

私はよく言うのですが，社会学者は誰が答えた

か（非回答）には大変な関心を示すのに，なんと

答えたか（測定）には関心をほとんど示しません．

反対に，心理学者はなんと答えたかには細心の注

意を払うのに，誰が答えたかについてはほとんど

興味を示しません．これは大きな問題です．とい

うのは，異なる学問分野の知見を踏まえれば発見

できる社会現象あるいは個々人の特性を見過ごし

てきた可能性があるからです． 

今日，社会科学のデータ分析技術の水準は飛躍

的に高まってきました．それが日本の社会科学の

発展を導くためには，新しいデータを必要としま

す．ビックデータへの注目が進むのも，こうした

理由によるわけですが，少なくとも現時点では，

人々の心や気持ち，態度や意見を計測する際には，

まだ旧来的な調査票を用いた計測によらざるを得

ないと考えます．こうした現状において，一方で

データ収集の革新を求めると同時に，広く普及し

たデータ収集法を改善しデータの精度を高めてい

く努力も続ける必要があると思っています． 

 

吉村 治正 

（よしむら・はるまさ） 

奈良大学 社会学部 教授 

慶應義塾大学大学院法学研

究科政治学専攻後期博士課

程よりシカゴ大学社会学部

（大学院）留学，同修了(Ph. 

D. in Sociology)．青森大学専任講師（2000年），奈

良大学准教授（2011年）を経て2015 年より現職． 

 

 

 

 

吉村治正（著）『社会調査における非標本誤差』，

東信堂，2017年2月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新たな名誉会員のご報告 
学会賞選考委員長 

林 文（東洋英和女学院大学） 

 

行動計量学の発展に功労のあった吉村功会員

が，理事会より名誉会員として2019年9月5 日

に開催された総会へ推薦され，同総会の承認を経

て名誉会員となられました． 

なお，2015 年度より，名誉会員推薦のための

資料も学会賞選考委員会から理事会へ供すること

となったことを申し添えます． 

吉村功氏（東京理科大学名誉教授）は，数理的

基礎のもとに，イタイイタイ病，新潟水俣病，四

日市公害，サリドマイド薬害等の被害を実証，さ

らにゴミ問題，薬効データ解析問題等に取り組ん

でこられました．統計教育にも多大な実績があり，

数理統計学の理論書 『数理統計学』のほか，実務

家向けの，理論と実際との橋渡しのための著作，

中高生向けの書物の執筆もしてこられました．本

学会では理事，幹事を歴任され，また，1991年の

第 19 回大会の委員長を務められました．社会的

活動としても，日本学術会議委員はじめ研究所や

省庁の委員も務めてこられ，その活動は日本行動

計量学会員にとって範とすべきものです． 
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大会担当委員会より 
 

大会担当委員会委員長 

大森 拓哉（多摩大学） 

 

第48回大会開催のご案内（予定） 

 

日時：2020年9月1日（火）～4日（金） 

場所：早稲田大学戸山キャンパス 

実行委員長：竹村和久（早稲田大学） 

 

なお，上記期間はパラリンピックと重なってい

るため，東京近郊のホテルが予約しにくい状況と

なっております．大会会期・会場の変更の可能性

もありますが，お早目の仮予約をおすすめします． 

 

運営委員会より 

 

令和2年度研究部会の募集について 

         運営委員会委員長 

鈴木 讓（大阪大学） 

 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティに富んだ研究成果をあげ

ることを目的とする研究グループがあります．活

動経費は，地域部会については，1部会5万円(採

択件数は優れた研究計画若干)です．令和2年度の

研究部会の募集を下記要領で行います．なお，採

否の審査結果は，4 月初旬にお知らせする予定で

す． 

 

◯提出書類(下記の内容を電子メールにてお送り

ください): 

(1) 地域部会: 研究部会名，代表者，参加予定者

(会員・非会員別)，助成希望金額，活動予定(こ

の順序で書くこと) 

(2) 研究グループ: 研究部会名，代表者，参加予

定者(会員・非会員別)，研究計画，活動予定(こ

の順序で書くこと) 

◯応募締切: 2020年1月31日(金)必着 

◯送付先(問合せ先) 

日本行動計量学会運営委員会委員長 

鈴木 讓 (大阪大学) 

j-suzuki@sigmath.es.osaka-u.ac.jp 

なお，研究部会に関する規約はwebサイト 

http://bsj.gr.jp/wp-content/uploads/bukai.pdf 

をご参照ください． 

 

 

第22回春の合宿セミナーのお知らせ 

        運営委員会委員長 

鈴木 讓（大阪大学） 

 

今回で 22 回目となる日本行動計量学会・春の

合宿セミナーを下記の要領で開催します．今回も

合宿形式で行いますので，講師や参加者どうしの

議論や交流を深めていただければと思います．詳

細は下記 web サイトやメールニュースなどでお

知らせいたします． 

日時: 2020年3月27日(金)～29日(日) 

会場: 東富士リサーチパーク内 TOTO 東富士研

修所／JR 御殿場駅より送迎バス（予定） タ

クシーの場合約15分 

  〒412-0003 静岡県御殿場市柴怒田747-39  

 

セミナーURL： 

http://bsj.gr.jp/event/seminar/spring/ 

 

 

 

広報委員会より 

 

        広報委員会委員長 

尾崎 幸謙（筑波大学） 

 

学会Webページのデザイン変更・整備・更新 

メールニュースでお伝えしましたが，学会Web

ページのデザイン変更を行いました．トップペー

ジでは従来よりも文字数を抑え，直近のイベント

情報を画像付きで掲載するなど，導線の分かりや

すさについて工夫しました． 
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また，通常業務として Web ページの整備・更

新を行いました．秋の行動計量セミナー，第 105

回行動計量シンポジウム，関連学会についての案

内などのお知らせを掲載いたしました．今後も会

員の皆様に有益な情報が提供できるよう引き続き

Webページの整備・更新を行っていきたいと思い

ます． 

 

メールニュースの配信 

 2019 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．配信数はほぼ前年並みでした． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報提を募集しております．「広報依頼の受付」

のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せください． 

 

 
メールニュースの配信数 

 

他学会・協会向け広報活動 

 秋の行動計量セミナー，日本行動計量学会国際

シンポジウムに関する他学会・協会向け広報活動

を広報委員会を中心として行い，20程度の学会・

協会で会員向けMLなどによる情報提供を行って

頂きました． 

 皆様の加入されている学協会で，本学会の行事

をご案内できる場としてお薦めのものがございま

したら，広報委員会までご連絡ください．今後の

広報活動の参考にさせて頂きます． 

 

学会Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 

 

学会Twitterでの情報提供 

 大会情報，シンポジウム情報，春の合宿セミナ

ー，新着論文等について情報提供を行っています．

11 月 5 日現在，フォロワー数は 348 です．こち

らにつきましても，「フォロー」をぜひお願い致し

ます． 

 

 

【シリーズ海外レポート㉖】 

初めての国際学会での思い出など 
 

登藤 直弥（筑波大学人間系） 

はじめに 
今回，広報委員会会報小委員会の委員を務めて

いるご縁で，会報の海外レポートを執筆すること

になりました．このように海外レポートを執筆す

る機会を頂戴するのは有り難いことだと思います

し，なにか少しでも読者の皆様のお役に立つよう

なことをお伝えできればなと思い，この原稿を書

き始めてみたのですが，書き進めていくうちに，

a) 自分には読者の皆様の多くが経験されたこと

の無いような特別な海外経験は無いことや，b) 自

分が経験してきたようなことは既に今までの海外

レポートにおいても紹介されているだろうことを

実感し，その結果として，c) 「皆様のお役に立つ

ようなことを伝える」という高尚な目標を達成す

るのはどうやら私のような者には難しいらしい，

ということがわかってきました．このままこの目

標の達成を追い求めたとしても，これを達成でき

る確率は限りなく0に近いように思われます． 

そこで，このレポートが始まってわずか2パラ

グラフ目のところではありますが，早々に方針転

換をはかることにしました．具体的には，今まで

海外レポートを執筆されてきた先生方に比べると

決して海外経験が多いほうではありませんが，そ

れでも，研究発表のため，あるいは情報収集やネ

ットワーキングのため，何度か海外には行ってお
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りますので，その中でも特に印象に残っている出

来事や海外に行くという経験を重ねる中で気づい

たことについて，以下，書いてみたいと思います． 

 

国際学会に参加するために訪れたオランダの景色 

 

初めての国際学会 

大学院生の頃の私は，学部生の時に授業で項目

反応理論 (item response theory, IRT) の存在を

知り，局所依存性 (local dependence) をテーマに

卒業研究を行って以降，引き続き，局所依存性の

研究に取り組んでいました．その研究成果につい

て発表するために，ちょうど 10 年くらい前に初

めて参加した国際学会が，香港の the Hong Kong 

Institute of Educationにて2011年に開催された

IMPS (the International Meeting of the 

Psychometric Society) でした．それまでプライ

ベートででも国外に出たことの無かった私にとっ

ては，この IMPS参加が人生で初めての海外渡航

であったため，パスポートとは何か，というとこ

ろからのスタートだったことを覚えています(国

際線のチケットを購入するためにパスポートが必

要なことも知りませんでした)．このような「初め

ての海外渡航」につきもののドタバタについて書

く，ということでもよいのかもしれませんが，そ

のような話は他のところでも目にすることができ

るでしょうし，今回執筆しているのはあくまでも

「学会の会報誌における海外レポート」ですので，

ここでは，この初めての IMPSにおける思い出に

ついて書いてみたいと思います． 

この時の IMPSでは，項目反応間の局所依存性

を考慮した項目反応モデルのパフォーマンスをシ

ミュレーションを通して比較した結果についてポ

スター発表していたのですが，私の発表に興味を

持ってくれた海外の研究者がいました．英語での

会話には全然自信がなかったので (今でもそうで

すが)，たぶん拙い英語だったとは思うのですが，

それでも，海外の研究者が自分の研究に興味を持

ってくれたことが嬉しくて，その時は，一生懸命，

自分の研究内容を伝えようとしたのを覚えていま

すし，その研究者の方も，私の拙い英語での説明

にじっと耳を傾けてくれていたのを今でも鮮明に

覚えています． 

私からの説明がひと段落した後，彼は私の研究

に対して色々とコメントしてくれたのですが，そ

の最後に，幾つかの具体的なテーマに関して，彼

から，共同研究のお誘いを受けました．海外の研

究者から共同研究のお誘いがあるだけでも私にと

っては驚きだったのですが，別れ際に彼の名前を

伺ってさらに驚きました．実は彼，局所依存性に

ついて研究する当時新進気鋭の研究者で，私も自

分の論文内でその論文を引用していた Johan 

Braeken博士だったのです．結局，Braeken先生

との共同研究が実現することはありませんでした

が，「普段論文等でそのお名前を拝見していた先生

と実際にお会いすることができ，さらには，その

先生から共同研究のお誘いをいただけるなんて，

頑張って香港まで来た甲斐があったな」と，高揚

感に包まれたのを覚えています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IMPSのカンファレンスバッグ  

(2011年のものではありません) 

 

ちなみに，これは余談になるのですが，以前，

大学評価に関する学術誌を眺めていた際に，著者

の1人が”Braeken, J.”となっている論文をみつけ

たことがあります．気になって調べてみたのです

が，実はこの”Braeken, J.”，上述の Braeken 先
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生だったのです．ちょうどこの時，私は大学改革

支援・学位授与機構にて大学評価の仕事に携わっ

ておりましたから，「私と同じく (といったら失礼

かもしれませんが) 局所依存性の研究をしていた

研究者がこれまた私と同じく大学評価の研究に携

わっているなんて」と，妙な感覚を覚えたことを，

このエピソードを執筆していて思い出しました． 

 

海外渡航を重ねる中で気づいたこと 
その後も，国際学会に参加するため等の理由で

何度か海外に行く機会がありましたが，人一倍心

配性な性格のためあれやこれやと考えてしまうせ

いだからでしょうか，必ずといっていいほど，渡

航直前になると，行くのが嫌でいやでたまらなく

なります．世の中には，「海外に行くのが楽しみで

仕方がない」という人も多くいるようですから，

いつかはそのような心持ちになるのかもしれませ

んが，少なくとも現状では，そういった考え方に

はなれないようです． 

ただし，行く前にそういう心持ちだったからと

いって，海外での滞在が何かネガティブなものと

して記憶されているかというと，そういうわけで

もありません．むしろ，日本に帰国する際には，

必ずといっていいほど，「意外と楽しかったな」と

いう思いを抱いていたように思います． 

というわけで，「案ずるより生むが易し」では

ないですが，「兎にも角にも，行ってみたらなんと

かなる」というのを，海外渡航に関しては感じて

いる次第です．ですので，もし読者の皆さんの中

に海外渡航に関して不安を抱えている方がいらっ

しゃるのであれば，私からは，「意外と何とかなり

ますよ」という言葉をお送りしたいと思います． 

 
今まで参加した国際学会の抄録集の一部 

 

 

最後に 
以上，初めて参加した国際学会の思い出や海外

渡航を重ねる中で気づいたことについて書いてき

ましたが，この原稿を書き終えるにあたり，1点，

皆様にお詫びしなければならないことがあります． 

実は，この原稿の執筆をご依頼いただいた際，

「写真を (2，3枚程度以上) 掲載」するように仰

せつかっており，私もそれは可能だろうと思って

いたのですが，いざ掲載する写真を選ぼうとした

ところ，写真を撮ることにも撮られることにも興

味の無い私の元には，海外に行ったときの写真 

(本文の内容に関係のあるもの) がほとんど無か

ったのです．そこで，本文中では，本文の内容に

直接関係はしていないものの，「海外レポート」と

いう枠組みで考えた時には関係があると思われる

写真を幾つか掲載することにいたしました．この

点，最後にお詫びし，筆を置く事にしたいと思い

ます． 

 ここまでお付き合いいただきまして，ありがと

うございました． 

 
国際学会でポスター発表をしている様子 

 

登藤 直弥  

（とうどう・なおや） 

筑波大学 人間系 助教 

東京大学大学院 教育学研究科修

了 博士 (教育学)．国立情報学研

究所特任研究員，大学改革支援・

学位授与機構助教をへて，2017

年より現職．2018年より当学会広報委員会委員． 
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理事会議事録 

日本行動計量学会2019年度第1回理事会議事録 

 

日時：2019年6月14日（金）18：00～21:15 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：岩崎学，植野真臣，大森拓哉，岡太

彬訓，岡田謙介，尾崎幸謙，狩野裕，

菊地賢一，椎名久美子，繁桝算男，

鈴木讓，鈴木督久，中山厚穂，芳賀

麻誉美，星野崇宏，松本渉，本村陽

一，山田剛史，横山暁，吉野諒三  

(20名)，委任状8名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：林文 学会賞選考委員長，橋本貴充(書記) 

 

資料 

1. 2018年度第5回理事会議事録案 

2. 第47回大会実行委員会からの報告 

3. 会則変更 

   3-1. 日本行動計量学会会則 

   3-2. 会則改定提案 

4. 2018年度決算案・2019年度予算案 

   4-1. 2018年度決算案 

   4-2. 2019年度予算案 

   4-3. 会費収入推移 

5. 名誉会員・学会賞 

   5-1. 学会賞受賞者・名誉会員の学会賞選

考委員会の案 

   5-2. 学会賞について（申し合わせ） 

6. 総会関係 

   6-1. 2019年度総会議事次第 

   6-2. 2018年度事業報告 

   6-3. 2019年度事業計画案 

7. 欧文誌編集委員会報告 

8. 第二次欧文誌検討委員会第2回委員会議

事録 

9. 運営委員会報告 

10. 資料アーカイブス委員会報告 

11. 統計関連学会連合各種委員 

12. Web入会申し込み 

  12-1. Web入会申し込み 

  12-2. 入会申込書案（正会員用） 

13. 和文誌編集委員会報告 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 25 名（理事

出席17名，委任状8名）であり，理事会が成立し

ていることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料1にもとづき，2018年度第5回理事会の

議事録が承認された． 

2. 第47回大会 

狩野大会実行委員長より，資料2にもとづき，

セッション数および会場見取り図の報告があ

った．総会および理事会の日時と場所が確認さ

れた．大阪大学大学院基礎工学研究科との共催

の対応案が示され，対応は大会実行委員会に一

任することとされた． 

鈴木大会実行副委員長より，資料2にもとづ

き，協賛および特別セッションについて報告が

あった．協賛企業によるセミナーセッションを

設けることについて，次回大会以降で検討する

こととされた．特別セッションで発表する非会

員の参加費について，大会実行委員会に決定権

があることが確認された． 

3. 第48回大会 

大森大会担当委員長より，第 48 回大会は早

稲田大学にて竹村和久会員を実行委員長とし

て開催することが提案され，承認された．例年

通りの日程とすると，東京パラリンピックと重

なり，宿泊先の確保が困難となる可能性が指摘

され，他学会の開催日程を考慮した上で，開催

校に決めていただくこととなった． 

4. 会則変更 

繁桝組織検討委員長より，資料3にもとづき，

会則第5条と第8条の改定が提案された．第5

条については，組織検討委員会の改訂案が承認

され，会則第 16 条にもとづき改正を総会に諮

ることが決定した．第8条については，文章を

精練し，次回理事会までにメール会議で提案す

ることとなった． 

5. 2018年度決算案・2019年度予算案 

村上監事より，6 月 4 日に監事監査を行い，

決算に間違いのなかったことと，学会運営につ

いても監査を行い，理事会の適切な運営を確認

したことが報告された． 

椎名副事務局長より，資料 4-1 にもとづき，

2018年度決算案について説明があり，質疑応答

の後，承認された．特別会計への匿名の寄付金
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については，ワーキンググループを作り使途を

検討することとされた． 

椎名副事務局長より，資料 4-2 にもとづき，

2019 年度予算案について説明があった．資料

4-3にもとづき，2013年度以降の会費収入の推

移について説明があり，当面，会費の値上げの

必要がないことを確認した．準会員の会費が，

他学会に比較し高額であるという意見があっ

た．予算状況を踏まえ，適正価格を検討するこ

ととされた． 

6. 名誉会員・学会賞 

林学会賞選考委員長より，資料5-1にもとづ

き，学会賞受賞者の候補が提示され，承認され

た．来年以降，以前行っていたように，学会役

員から受賞者の候補を募ることが提案された．

選考委員会で名前の挙がった候補者について，

事務局を通じて次年度のワーキンググループ

に申し送り，その扱いは次年度の選考委員会に

一任されるという方針が確認された． 

林学会賞選考委員長より，資料5-1にもとづ

き，名誉会員1名の提案があり，理事会から総

会に推薦することが決定した． 

菊地事務局長より，資料5-2にもとづき，学

会賞についての申し合わせについて，文言の体

裁を整える修正が提案され，承認された． 

7. 総会関係 

菊地事務局長より，資料6にもとづき，総会

の議事次第，運営について報告があり，承認さ

れた．総会では，理事および監事が学会運営に

責任を持つ立場を明確にするために壇上に並

ぶことが確認された． 

8. 科研費関係 

菊地事務局長より，国際情報発信強化の科研

費について，早めに執行の計画を立てるよう依

頼があった．  

9. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料 13 にもと

づき，第46巻2号の発刊，第47巻1号の発刊

予定，現在の投稿状況および審査状況について

報告があった． 

植野欧文誌編集委員長より，資料7にもとづ

き，編集委員の追加が報告され，承認された．

第46巻2号の編集状況が報告された．Springer

社の担当者の変更があったことが報告された．

Special Issue について報告があり，承認され

た． 

・第2次欧文誌検討委員会 

岡太委員長より，資料8にもとづき，欧文誌

編集委員会申し合わせ案が報告された． 

・運営委員会 

鈴木委員長より，資料9にもとづき，秋の行

動計量セミナーの計画について報告があった．

春の合宿セミナーの開催の方針について審議

された． 

・広報委員会 

尾崎委員長より，通常どおり業務を行ってい

ることが報告された．Web の改定について進行

状況の報告があった． 

・資料アーカイブス委員会 

松本委員長より，資料 10 にもとづき，「数

理科学」（特集「行動計量の動向」，1974年2

月）の電子化とWeb上での一般公開についての

進捗状況が報告された． 

・柳井レクチャー委員会 

吉野委員長より，第 47 回大会の柳井レクチ

ャー講演者の推薦があり，本人の受諾を条件に

承認された． 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，大会期間中に委員会を開催

予定であることが報告された． 

・統計関連学会連合 

菊地担当理事より，資料11にもとづき，JJSD 

Coordinating Editor，広報委員，統計教育推

進委員が提案され，承認された． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入

会，退会，会員種別変更の申請について報告が

あり，承認された． 

資料 12 にもとづき，入会申込書の改定が提

案され，承認された． 

10. その他 

・次回理事会は第47回大会会場（大阪大学豊中キ

ャンパス）にて，2019 年 9 月 4 日（水）夜に

開催される予定である． 

以上 
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日本行動計量学会会則 

1． 本会は，日本行動計量学会（THE BEHAVIORMETRIC 

SOCIETY）と称する． 
2． 学会の所在地は日本国内とする．本会の運営のた

めに事務局を設ける．事務局の所在地は別に細則に

より定める． 
3． 本会は，最広義における人間の行動の計量的研究，

その普及ならびにその研究者相互の連絡及び協力

を促進するとともに，外国の研究団体との連絡を

図ることを目的とする． 
4． 本会は，次の事業を行う． 

(1) 大会・研究会及び講習会の開催  
(2) 機関誌その他の刊行  
(3) 外国の学会との連絡及び協力  
(4) その他，本会の目的達成上必要な事業  

5． 本会の会員は次の5種類とする． 
(1) 正会員 本会の目的に賛同し，理事会において

入会を認められた者 
(2) 準会員 学部及び大学院に在学する学生，ある

いはこれらに相当する者で，本会の目的に賛同

し，理事会において入会を認められた者 
(3) 名誉会員 行動計量学の発展に功労のあった者

で，理事会が推薦し，総会の承認を得た者 
(4) シニア会員 本会に累積して 20 年以上在籍し

ている 65 歳以上の会員で，本人からの申請に

基づき，理事会において認められた者 
(5) 賛助会員 本会の目的に賛同し財政的援助をな

す法人等で，理事会において入会を認められた者 
6． 本会に，正会員または準会員として入会しようと

するものは入会申請の手続きを経て理事会の承認

を得なければならない． 
7． 会費として正会員は年額8,000円，準会員は5,000

円，賛助会員は1 口50,000 円で1 口以上，シニア

会員は年額4,000円をその年度分として毎年4月末

日までに納めるものとする． 
8． 会員は本会機関誌への投稿や購読，本会が主催あ

るいは共催する大会，研究会への参加等において，

様々な特典を受けることができる． 
9． 会員で退会しようとする者は退会届を提出しなけ

ればならない．会費長期滞納者については，理事

会の議決により退会したものとみなすことができ

る．また，理事会は，会員の死亡や失踪宣告が確

認された場合は，退会とみなすことができる．本

学会の名誉を傷つけ，または本学会の目的に著し

く反する行為をした会員については，事前に本人

の弁明の機会を与えたうえで，理事会の出席者の3
分の 2 以上の議決により，本会から除名すること

ができる． 
10．本会に次の役員をおく．  

理事（うち1名を理事長とする），監事（2名），委

員  
11．理事長は，理事会の議長となり，会務を総括する．  

理事は，総会の決議に従い，会務を執行する．  
監事は，会務の執行及び会計を監査する．  
委員は，会務の執行につき，理事に協力する．  

12．理事及び監事は，正会員およびシニア会員の中か

ら互選する． 
理事長は，理事会において互選する．任期中に理

事長が欠けた場合は，速やかに理事会が新たに理

事長を選出し，任期は前任者の残任期間とする． 
委員は，理事会がこれを委嘱する． 

役員の任期は 3 年とし再選をさまたげない．た

だし理事長は 2 期連続してその職につくことはで

きない．ただし，任期中に理事長が欠けた場合に

選任された理事長は除く． 
13. 理事長は毎年少なくとも 1 回総会を招集する．た

だし必要に応じて臨時総会を開くことができる． 
理事長は必要に応じて理事会を招集する．理事

総数の 3 分の 2 以上（委任状提出者を含む）の出

席で理事会を成立とし，決議は出席者の過半数を

もって決する．議決すべき事項につき特別の利害

関係を有する理事は，当該事項について表決権を

行使することができない． 
14．本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり，翌年 3

月末日に終わる．監事は毎年会計年度終了後 その

監査の結果を総会において会員に報告し，その承認

を得るものとする．  
15．本会の事業の遂行を円滑にするために，別に理事

会の決定により細則を設けることができる．  
16．本会則の改正は，総会の出席者の 3 分の 2 以上の

同意を必要とする． 

*  昭和62年8月；7条を改正（昭和63年4月1日

より施行）  
平成7 年9 月；7 条を改正（平成8 年 4 月 1 日よ

り施行）  
平成10年9月；5条, 7条, 10条を改正（平成11
年4月1日より施行）  

平成16年9月；5条, 7条, 12条を改正（平成17
年4月1日より施行） 

平成21年8月；2条, 6条, 8条, 9条を改正（平成

21年8月6日より施行） 
平成22年9月；2条を改正（平成22年9月24日

より施行） 
平成 23 年 9 月；12 条を改正（平成 23 年 9 月 13
日より施行） 

平成25 年 9 月；9 条，12 条，13 条を改正（平成

25年9月5日より施行） 
平成28年9月；1条を改正（平成28年9月1日

より施行） 
令和元年9月；5条，8条を改正（令和元年9月5
日より施行） 
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欧文誌「Behaviormetrika」バックナンバーの

Springer Linkからの公開について 

 

日本行動計量学会事務局 

 

この度，欧文誌「Behaviormetrika」の国際化

を目指した事業の一環として，創刊号からのすべ

ての巻号を，Springer Linkから公開することと

なりました．これにより，Behaviormetrikaの国

際化がより進むものと考えます． 

 会員の皆様は，毎年，お送りしております

Association Code を利用して，Springer Link

（ https://www.springer.com/statistics/journal/4

1237）から，無料で閲覧することが可能です．こ

の公開は，本学会が交付を受けている科学研究費

補助金「国際情報発信強化」課題番号18HP2006

の事業として行いました． 

これに伴いまして，J-STAGE からの閲覧は，

2019/9/1 より，本学会会員のみ可能となります．

J-STAGE で閲覧する際の購読者認証には，本学

会 Web サイトの過去のメールニュースや会報を

閲覧する際に使用するユーザー名とパスワードと

同じものを利用してください．このユーザー名と

パスワードは，会報並びにマイページにも掲載し

ています．お分かりにならない場合には，本学会

Webサイト内に記載されている連絡先まで，お問

い合わせください． 

なお，和文誌「行動計量学」は，これまで通り，

J-STAGE で本学会会員以外にも無料で公開され

ます． 

 

求人情報 

 

☆数理エキスパート公募【株式会社サイカ】 

 

サイカは, 「すべてのデータに示唆を届けすべて

の人に幸福を届ける」という想いの元, 統計分析

の技術を用いて TVCM などのオフライン, オンラ

インの広告/販促効果を最適化するプロダクトを

提供している会社です. プロダクトのコア機能で

ある統計分析領域の数理モデルの検討, 最適化処

理のアルゴリズム構築業務, あるいは数理課題解

決を担う数理エキスパートを募集しています, ご

興味をお持ちの方は, ぜひ下記URLより詳細をご

確認ください. 

https://hrmos.co/pages/xica/jobs/0000038 

問合せ先：xica-recruit@xica.net 

 

 

会員の著書等 

 

清水昌平（編）椎名洋・姫野哲人・保科架風（著）

『データサイエンスのための数学』，講談社，2019

年8月 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狩野裕（編）濱田悦生（著）『データサイエンスの

基礎』，講談社，2019年8月 
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北田淳子（著）『原子力発電世論の力学―リスク・

価値観・効率性のせめぎ合い』，大阪大学出版会，

2019年10月 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袰岩晶・篠原真子・篠原康正（著）『PISA調査の

解剖―能力評価・調査のモデル』，東信堂，2019

年10月 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Managerからご投稿ください． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，国立研究開発法人科学

技術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学

会欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行

動計量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974
年）に遡って電子化し，JST で運用している電子

アーカイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償で

の公開）しております．電子アーカイブ化・公開
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には，創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文

電子公開）の同意を論文著者から得る必要があり

ます．1999年の総会以降刊行された論文について

は，著作権は日本行動計量学会に帰属するよう規

定が明確に定められましたが，それ以前に掲載さ

れた記事等の著作権は，明確に定められておりま

せんでした．電子化し公開するに当たっては，各

論文の著者全員に，本学会への著作権委譲につい

ての文面をお送りし，多くの著者のご了解をいた

だきました．現在までにお返事をいただいていな

い著者の論文は，本来は著者からの権利委譲を待

つべきですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」

それぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の

便宜等を考えて，すでに電子化公開しております．

著作権委譲についてお返事をいただいていない著

者で，電子化し公開することが不都合とお考えの

方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会まで

ご連絡下さるようお願いいたします．公開を中止

するなど，学会として誠意をもって対応いたしま

す．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123 号（2009 年）に掲載され，学会Web

サイトの「学会誌」ページの「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照ください． 

 「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発行の

Volume 44, Number 1よりシュプリンガー・ジャ

パン社からの出版になりました．また，創刊号か

らのすべての巻号が，Springer Linkから公開さ

れることになりました．会員の皆様は，毎年お送

りしております Association Code を利用して，

SpringerLink か ら 無 料 で 閲 覧 可 能 で す

（ https://www.springer.com/statistics/journal/4

1237）． 

これに伴いまして，J-STAGE からの閲覧は，

2019 年 9 月 1 日より，本学会会員のみ可能とな

ります．J-STAGE で閲覧する際の購読者認証に

は，本学会 Web サイトの過去のメールニュース

や会報を閲覧する際に使用するユーザー名とパス

ワードと同じものを利用してください．このユー

ザー名とパスワードは，会報並びにマイページに

も掲載しています．お分かりにならない場合には，

本学会 Web サイト内に記載されている連絡先ま

で，お問い合わせください． 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数（2019年10月28日現在） 

正会員       ： 768名 （海外5名含む） 

準会員       ： 98名  

名誉会員      ： 22名  

賛助会員      ： 22社  

シニア会員     ： 35名  

計         ： 945名  

学会誌等寄贈先 ： 5件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせください． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

メールアドレスを新規登録，変更，削除（メール

ニュースの配信停止）される場合は，ご自身で，

「会員向けメーリングリスト」のページ 

http://bsj.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，記載されている指示にしたがい，マ

イページにログインして作業を行ってください．

よろしくお願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 
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会員専用ページへのアクセス 

 学会Webサイトの「会員のみなさまへ」の「会

報」ページの「最新版」および「バックナンバー」，

「過去のメーリングリスト」ページの「過去のメ

ールニュース」のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要とな

ります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後 2 年を経過しないもの）

や，会員に関係があると思われるシンポジウム，

セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情報も

含む）などの情報を含め，会員の皆様から原稿を

募集しております．「広報依頼の受付」のページ 

http://bsj.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せください．なお，2011年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が

創設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に

会員によって刊行された優れた書籍の著者・訳者

が対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が書籍等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せくださいますようお願いいたします．なお，会

員の方がご自身で出版された書籍についてご連絡

いただく際には，書誌情報とともに（出版社から

入手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備ください． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号164号は例外的に4月発行の

ため，2月末日まで）にお寄せいただければ，直

近号に掲載することが可能です．それ以降に届い

たものにつきましては，内容を判断した上で，次

号に回させていただきますのでよろしくお願い申

し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の「広報依

頼の受付」のページよりお問い合わせください． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様，お忙しいところ，

どうもありがとうございました． 

学会HPが大幅にリニューアルされましたが，

ご覧になりましたでしょうか．本会報も大幅にリ

ニューアル，とは参りませんが，紙媒体ゆえの特

徴を活かして，皆様のお役に立てるような魅力あ

る会報にできればと考えております．ご意見，ご

要望などありましたら「広報依頼の受付」のページ 

http://bsj.gr.jp/prrequest/ 

より，ご連絡いただければ幸いです． 

(ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 
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